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開発代表者 概要

磯部　俊洋
（㈱エヌ・ティ・ティ・データ）

　ユーザ/テナントごとの「マイネットワーク」として、物理ネットワーク上に各ユーザ/テナントの
権限や特定の属性に基づいた論理ネットワークを構築するSDNコントローラを開発

齋藤　秀
（インフォコム㈱）

　ＳＤＮ技術の医療・看護・介護分野への適用実現を目指し、患者毎に関与する医
療関係機関やストレージをアイソレーションする通信ネットワークを備えた情報共有システ
ムを開発

高幣　玲児
（㈱構造計画研究所）

　災害時にネットワーク集中利用や特定通信設備への一極集中アクセスが発生した場
合においても、地方公共団体や防災関係機関等が災害情報を優先的に収集し、効率
的に情報提供することのできる災害情報共有アプリケーションを開発

開発代表者 概要

岡村　耕二
（九州大学）

　新世代ネットワーク上での新しい検索ネットワークのプロトタイプとして、ＫＣＮを提案
し、アプリケーションプログラムから直接利用できるための数々の必要なＡＰＩ等を開発

小尾 高史
（東京工業大学）

　OpenFlowの経路制御と従来のオンデマンドVPNの任意多地点でのVPNを構成する
仕組みを組み合わせることにより、医療情報の安全な流通を可能とする新たな医療用
ネットワーク制御アプリケーションの開発

加藤　和彦
（筑波大学）

　大規模災害時における遠隔代替稼働を、低コスト、低エフォートで利用可能とするシス
テムを開発

金子　晋丈
（慶應義塾大学）

　大容量コンテンツ配信技術をもとに、現実的な環境において高品質なＨＤ映像や４
Ｋ映像の配信動作検証を行い、コンテンツ配信プラットフォームを開発

亀田 卓
(東北大学)

 大規模災害時にネットワークが輻輳した状況において、シンプルな入力で安否情報の効
率よい送受信を可能とする地上通信・衛星通信を統合した安否確認用のアプリケーショ
ンの開発

坂井　隆一
（㈱システム計画研究所）

　オープンなネットワークでのセンサデータ利用促進を目指し、ＰＩＡＸ（P2P
Interactive Agent eXtensions）を利用してセンサデータをP2Pで売買するプラット
フォームを開発

佐藤 拓朗
（早稲田大学）

　列車等の交通機関を通信プラットフォームとし、CCN（Content Centric
Networking）の仕組みを活用することにより、輻輳地域のトラヒックを収容し非輻輳地
域へのコンテンツの配送等を可能とするアプリケーションの開発

重野　寛
（慶應義塾大学）

　平常時に一般目的向けに利用されている移動体通信網と機器を、災害発生時に救
命に必要な情報共有システムにモードチェンジするシステムを開発

品川 高廣
（東京大学）

　物理マシンを占有して利用するベアメタル・クラウド環境において、従来型のクラウドの利
点である仮想化技術の適用を可能とし、両者の利点を有するクラウド環境を実現するア
プリケーションの開発

林　達也
（㈱レピダム）

　バックボーンにおける新世代ネットワークの普及にあわせ、そこに接続された複数のネット
ワークの一貫したネットワーク管理を可能とするシステムを開発

村井　純
（慶應義塾大学）

　様々なメディア情報の時刻・位置情報を同期する次世代の情報配信アーキテクチャ提
案と具体的なアプリケーションを開発

森村　吉貴
（京都大学）

　インターネットライブ映像放送等の普及展開の上で重要な多様なユーザ数と利用帯域
に対するスケーラビリティを実現させるJFD（Joint Fingerprinting and
Decryption）法ライブ映像放送サービスを開発

吉川　浩人
（ｄブロード㈱）

　Ｍ２Ｍの無数のセンサーデバイスから発するパケットサイズの小さい大量のデータパケッ
トを、自律的にパケットサイズの大きいデータパケットに集約・ネットワーク転送を行う通信
アプリケーションを開発

研究代表者の五十音順に掲載

衛星通信ネットワークを用いた安否確認アプリケーションの研究
開発

先進的通信アプリケーション開発推進型研究開発　タイプⅡ（フェーズⅠ）

保健医療福祉分野PKIと連携する医療用ネットワーク制御アプ
リケーションの開発

耐災害性を有するクラウド型遠隔代替稼働システムの開発

動的複製再配置を必要としない大容量コンテンツ配信基盤の
開発

先進的通信アプリケーション開発推進型研究開発　タイプⅠ
開発課題名

マイネットワークを実現するＳＤＮコントローラの開発

医療・看護・介護連携のための患者さん毎のＳＤＮ仮想ネット
ワークシステムの開発

優先的に通信可能な災害情報共有アプリケーションの開発

開発課題名

新世代ネットワークにおける検索ネットワークＫＣＮ
（Keyword Centric Network）の開発

ＰＩＡＸを利用したセンサデータ売買プラットフォームの開発

交通機関を活用したコンテンツ配信システムの開発

災害対応モードを有する次世代移動体通信機能の開発

広域分散ベアメタル・クラウド環境のためのハイパーバイザの開発

Ｍ２Ｍクラウド・データの自律集約開放性機構を備える通信ア
プリケーションの開発

ネットワーク仕様定義による広域分散ネットワークの自動運用管
理システムの開発

正確な測位情報と時刻情報に基づいた次世代メディアの開発

コンテンツ保護機能を持つスケーラブルなライブ映像放送サービス
の開発
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